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に要する経費です。
の耐震・空調整備事
千円（27.8%）減の39

払に要する経費で
一括償還を行った
（45.4％）増の133億

工費等が含まれま
備費の増加等によ
の６億6,225万４千

������

�����

�歳入全体の約半分（47.3%）を占めます。個人市民税が７億3,031万５千円（6.1%）、
法人市民税が7,443万５千円（11.1％）減少したため、市税総額では６億5,930万７千
円（3.1％）減の208億6,400万３千円となりました。
���������

�前年度と比べ１億9,604万３千円（12.8%）減の13億4,069万３千円となりました。
�������

�普通交付税の増加により、９億6,780万７千円（41.9%）増の32億7,684万４千円
となりました。
�������

�国や県から交付される補助金や負担金等です。子ども手当負担金が新たに交
付されるようになったものの、南芦屋浜地区の道路や潮芦屋交流センター整備
事業のためのまちづくり交付金および定額給付金給付事業費補助金等の減少に
より、前年度と比べ16億3,504万７千円（23.7%）
減の52億5,178万７千円となりました。
����

�いわゆる借入金です。償還期限を迎えた地
方債を借り換えるために、前年度と比べ29億
9,972万２千円（117.3％）増の55億5,625万６千円
となりました。
�����

�前記以外の収入で、寄附金や手数料収入等で
す。高浜町での宅地売却に伴う宅地造成事業
特別会計からの繰入金が増加したこと等によ
り、前年度と比べ９億5,530万８千円（13.8%）増
の78億6,073万７千円となりました。
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�����
講義室　����坂口安吾作「堕落論」を取り
説　■����2,300円（入館料含む）　����

～４時30分　���　講義室　���　篆刻の
印手紙作家・新倉希美氏、読売書法会理事・内山雅
６回分前払いで　����　初回6,300円（用具を
<要予約>　�����　下記へ
������������
場合は翌日休館）午前10時～午後５時　���　
の意義などを顕彰　����　300円
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����９月23日～10月２日＜要観覧料＞　���　講義室
���　スペシャルオリンピックス日本「笑顔の写真展」

�������	
�������
����10月１日（土）午後２時30分～４時　���　ホー
ル＜要観覧料＞　����堀 彩（フルー
ト／音楽療法士）・堀 早苗（ピアノ／音楽
療法士）　���　「虹の彼方に」「ハナミ
ズキ」ほか　■����　直接会場へ

�������	
���������
���　９月17日（土）午後２時～２時30分＜要観覧料＞　�
���歴史資料展示室　���　三田谷文庫司書・当館学芸員

��������	
��
�������������
�������	
����������

���　９月22日（木）午前11時～11時30分　■��　展示室
����香味野菜（プレイアドバイザー・なかいちまほ/ガム
ラン奏者・櫻田素子/絵本作家・さえぐさひろこ） 　���　０
～３歳の子どもと保護者20組<要予約>　����　観覧料
■����　たんぽぽの家（�0742-43-7055）
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預
貯
金
に
あ
た
る
基
金
を
約
十
四
億
円

取
り
崩
し
て
お
り
、
実
際
に
は
財
源
不

足
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

黒
字
額
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
財
政
運

営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
使
用
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
は
、
景
気
低
迷
等
の
影

響
を
受
け
て
市
民
税
が
大
幅
に
減
少
し
た
た

め
、
市
税
収
入
は
対
前
年
で
六
億
六
千
万
円

近
く
も
減
収
し
、
二
年
連
続
の
下
落
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
二
十
二
年

度
の
実
質
的
な
黒
字
額
は
四
億
四
千
九
十
五

万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、「
黒
字
」
と
言
い
ま
し
て
も
、
市
の
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44,150,320 １年間の収入の総額�����

43,619,994 １年間の支出の総額�����

530,326 収入から支出を引いた額�����
�������

89,367 平成23年度継続事業に充てるお金�����

440,959 実質的な黒字額（③－④）�����
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 ������　東浜公園から

 � � � � �　モンテベロ学生親善使節  帰国

�������　芦屋カンツリー倶楽部幼稚園児に開放

��������　芦屋市立美術博物館  三田谷治療教育院のあゆみ展

�� � � ��第23回あしや秋まつり

�������　がんフォーラム2011

�������　市制施行70周年記念写真集「芦屋の四季」
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① 8 :30

②12:00

③16:00

④18:15

⑤22:45
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　市の借金にあたる一般会計の市債残高については、震災関連事業の実施に伴って
急増し、ピーク時の平成13年度末には1,119億円に達しましたが、震災関連事業が一
段落したことにより、平成14年度以降減少に転じています。
　平成22年度末残高は、32億円の借換抑制を行ったこともあり、前年度と比較して
約64億円減少し、679億円となりました。
　なお、679億円の内、震災関連の借入れは388億円（57.1%）となっています。
　今後も、新たな市債の発行は必要最小限にとどめる等により、市債残高の一層の
縮減を図っていきます。
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、健全化判断比率および資
金不足比率を算定しましたので、お知らせします。
　健全化判断比率については、いずれも早期健全化基準を下
回っていますが、実質公債費比率や将来負担比率については、
決して良好と言える数値ではありません。これらの比率は、地
方債の償還が進むにつれて、少しずつ改善される見込みです。
　なお、資金不足比率につきましては、資金不足を生じている
公営企業会計はありませんでした。
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　学校や幼稚園・その他社会教育に要
市民センター施設整備費や学校園の耐
業費の減少等により、15億643万３千
億1,787万４千円となりました。
�����

�市債（借入金）の元金や利子の支払
す。償還期限を迎えた地方債の一
ことにより、41億6,241万８千円（4
3,664万６千円となりました。
�����

�前記以外の経費で、議会費や商工
す。シルバーワークプラザ施設整備
り、１億3,525万８千円（25.7%）増の
円となりました。

�����

　市役所全体の事務費や税金の徴収、戸籍および住
民票・選挙等に要する経費です。定額給付金支給事
業費が21年度限りの事業であったことや潮芦屋交流
センター施設整備費の減少等により、５億4,772万９
千円（9.0％）減の55億5,493万４千円となりました。
�����

　福祉等に要する経費です。子ども手当の支給に
要する経費やみどり地域生活支援センター施設整
備費の増加等により、18億3,615万１千円（21.9％）増
の102億2,883万１千円となりました。
�����

�保健やごみ処理等に要する経費です。6,802万６千
円（1.9%）減の35億9,672万６千円となりました。
�����

�道路や都市計画・公営住宅等に要する経費です。南
芦屋浜道路整備事業費の減少等により、12億3,452万５
千円（19.1％）減の52億1,623万３千円となりました。
�����

　消防・救急や災害対策に要する経費です。消防車
両購入費の減少等により、9,976万２千円（8.3%）減の
11億649万６千円となりました。
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���　10月21日（金）午後２時～３時30
分　���　ルナ・ホール　�����10
月８日～11月23日まで京都国立博物館で
開催する『細川家の至宝』を解説　���
先着600人　���　京都国立
博物館連携協力室長・山下善也
氏　�����　往復はがき
に、事業名・住所・氏名・電話番
号・人数（２人まで）を記入し、
10月７日（金）までに、下記へ

�������	
��������	��

���　９月22日（木）午前10時30 分～正午　����
上げ、作品の背景・作家の心情などを柳谷郁子氏が解説
��人<要予約>　�����　下記へ
�������	
����
���　10月４日～（第１・第３火曜日）午後２時30分～
初歩。印手紙を通し毛筆やペン習字を学ぶ　���　印
史氏　����　各3,000円※初回時に３回分または６
お持ちのかたは不要）その他材料費別　���　16人<要
�������	
�����	���	��
���　10月１日～12月25日（月曜日は休館・祝日の場
３人の文学的影響関係や、谷崎文学における探偵小説の
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　一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
　　�������：地方公共団体において標準的に収入される一般財源の規模 

�������	
�

　全会計を対象とした実質赤字（または資金の不足額）の標準財政規模に
　対する比率
�������	�

　一般会計等が負担する元利償還金等の標準財政規模に対する比率
��������

　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
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